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• 緑の募金運動
• 緑の教室、森とみどりに親しむ活動の開催
• 緑化運動ポスター原画コンクール
• 森林環境教育の推進　など

• みどりの少年団の育成
• みどりのサポーターの育成
• 森林整備ボランティア活動等の支援
• 林業労働力確保支援センターの業務　など

〒299-0265　袖ケ浦市長浦拓2号580-148
Tel 0438-60-1521 Fax 0438-60-1522

千葉県緑化推進委員会では
主に次の事業を行っています

国土緑化運動ポスター原画コンクールは
緑の募金を活用して実施しました。

この入賞作品集は千葉信用金庫の協賛に
より作成しました。

令和7年度中に入賞作品展示会を行う予定です。
詳細は千葉県緑化推進委員会ホームページにてご案内します。
（令和7年3月頃に掲載予定）

• 緑の募金市町村交付事業
• 緑の募金の森の造成（海岸林の再生）
• 公共施設等の環境緑化事業
• 市民苗木配布会の開催
• 千葉県さくらの会の業務　など

発 行

あなたも
「緑の地球」を
支える一人です

緑を広める 緑の担い手育成

緑をふやす
• 治山・林道など公共事業の要望活動
• 森林・林業技術講習会の開催
• 治山・林道工事コンクールの実施
• 案内板等設置や参考図書等の配布による
普及啓発　など

緑の基盤整備

令和6年度国土緑化運動ポスター原画コンクール、中学校の部において、 委員会
理事長賞を受賞した、　　　　　　　　　　　2学年馬場弥月さんの作品です。 
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　国土緑化運動ポスター原画コンクールに、毎年、小・中学生の皆さんからたくさんの応募をいただき、ありがとうございます。
　このコンクールは、公益社団法人国土緑化推進機構が行う「国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール」に呼応した千葉県内の
コンクールで、県民の皆様から寄せられた「緑の（羽根）募金」等を活用し、千葉県緑化推進委員会が実施しているものです。
　令和６年度は、県内267の小学校から5,078点、96の中学校から1,507点、合計6,585点もの応募があり、こうした数多くの応募の中から
入賞された素晴らしい作品が大勢の方の目に触れ、「緑（森林）」への理解が一層広がることを願い、この作品集を作成しました。

　さて、森林を含む環境の分野における情報をたくさん見聞きすると思いますが、特にここ数年、想像を絶するような豪雨によって、百年に
一度の規模と言われていたような大規模災害が多発するようになり、誰しもが、地球環境は明らかに異常な状況にあることを認識し、心配さ
れていると思います。
　その原因のひとつとして地球温暖化があります。地球温暖化は、主には大気中に排出される二酸化炭素（CO2）が増加したことによるもの
で、この課題について私たちができることは、CO2をできるだけ排出しないことと、排出されたCO2を大気中から吸収して固定することです。
　皆さんも勉強されていると思いますが、CO2を大量に、また現実的に吸収、固定することができるのは、緑（森林）だけと言っても過言では
ありません。
　日本には、現在、豊かな森林が存在しているのでその点は大丈夫なのでは？と思われるかもしれませんが、立派に成育した森林は、一度
伐ってCO2を固定した木材としての利用を進め、また新たな植樹を行って森林を若返らせていくこと（森林を循環させること）が必要とされて
います。若く元気な木々はCO2もたくさん吸収してくれます。
　皆さんは、このコンクールの参加を通じ、緑や森林がどんな働きをしているかを考えたり、関心を持ってくれたと思います。とてもたくさんの
機能があり、私たちが安全に、また気持ちよく暮らすための様 な々役割を担っています。ここでは一例としてCO2の吸収について触れましたが、
皆さんが関心を持ってくれたことをもっともっと深く探求し、緑や森林に対し、今、自分たちができることをぜひ実行して欲しいと思います。
　環境問題については心配なことが多いですが、柔軟な発想力を持った皆さんがこの問題に向き合うことで、きっと未来の地球は明るく輝い
ているものと信じています。

　結びに、コンクールのご後援をいただいた千葉県、千葉県教育委員会、㈱千葉日報社、特別なご協賛をいただいた
千葉信用金庫の皆様をはじめ、ご指導、ご協力をいただいた各市町村、各市町村教育委員会、学校関係者並びに
保護者の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、このコンクールに参加された皆さんの可能性に大いに期待をし、
益々のご活躍を心からお祈り申し上げます。

　令和６年12月

●総評
　このコンクールは、緑豊かな自然・地球に対する夢や希望、緑と人間や
動物たちとのふれあい、関わり、森林の保護と街や学校の緑づくりなどを
テーマとし、子どもたちに、緑と自然（環境）の大切さ、素晴らしさを自由な
発想で表現してほしいという願いを込めて実施されています。
　作品選考にあたりましては、「植樹」や「育樹」だけをテーマに絞らず、絵を
描くことを通して、人と緑・自然との関わりを自分なりに考え、その思いが
表現されている訴求力のある優れた作品を評価しました。
　バラエティに富んだ構図で随所に工夫が見られ、力作揃い。年々レベル
が上がってきていると感じました。審査会場からは感嘆の声が上がり、選
考するのがとても難しかったです。学校での生活や、森や公園に遊びに
行ったことなど、実体験や好きなものを生かしながら描き、型どおりではな
い、独創性のある作品に審査の目は引かれました。また、凝った構図や丁
寧に仕上げた絵の具の塗り方から、出展のためにたくさんの時間を費やして
くれたことが伝わる作品が多く、技巧だけではなく、がんばって描き込んで
きたエネルギーが作品に表れていました。
　時代に反映して、多様性を感じさせる作品も目立つようになり、新しい視点
や今までにない考え方やとらえ方に、あらためて、子どもたちの発想の柔軟さ、
みずみずしい感性に触れることができ、緑豊かな明るい未来を想像できました。

●小学校・低学年の部/評
　画面いっぱいに伸び伸びと元気があふれていました。全体的におっとりと
した温かい感じが、低学年らしく、どの作品も色鮮やかで躍動感を感じ、
楽しく絵を描いている様子が想像できました。
　緑と動物、自分や友だち、そして家族と一緒に自然の中で過ごしている

情景は、笑い声や動物の鳴き声が聞こえてくるようで、作品と向き合ってい
る時間がとても楽しかったです。
　広い範囲を細部まで隙間なく一生懸命色付けし、根気よく最後まで仕上
げたことが伝わってくる作品も多く、技巧より自分の思いがあふれてくるも
のを汲み取りながら選考しました。

●小学校・高学年の部/評
　高学年になると、人物の描き方が上手になります。観察する目が育って
いるので、描写力も上がっていると思います。
　絵の具を使うだけではなく、スタンピング（型押し）やスパッタリング、コ
ラージュなどの様々な技法や、クレヨン、色鉛筆もうまく活かして作品を完
成させているのが特徴的です。思いや伝えたいことが形になっていて、モ
チーフをよく観察して描き込んでいる作品を評価しました。
　また、鹿やリスなど、森の中の生き物を主人公にした作品も高学年には
多く登場します。森を守り共存していきたい思いが描かれているようです。

●中学校の部/評
　自分の頭の中でイメージした世界観を再現して作品にしようという、巧み
な構図が多く見受けられました。描きたい世界があるという強い意志も伝
わってきました。海の世界と山の世界を混在させたり、自然の象徴を擬人
化して表現したり、見る側の想像力を刺激しメッセージ性の高い作品に惹き
つけられました。
　緑や茶色といったアースカラーだけではなく、パステルカラーなど鮮やかな
色を使う傾向も見られ、アイディアや作風も含め多様化が進んでいると感じま
した。今後もオリジナリティのある作品が増えていくことを期待しています。

公益社団法人

千葉県緑化推進委員会 理事長 森 英介

は じ め に

審 査 を 終 え て

千葉県教育庁東上総教育事務所　指導主事 𠮷野 朋美
千葉県教育庁南房総教育事務所　指導主事 南　 千春

千葉県知事賞

１学年　土橋　未來

特  

別  

賞

◇たくさんの虫や生き物と主人公が森で楽しく過ごす様子が伝
わり心なごむ作品です。ヒマワリの上にてんとう虫が乗ってい
るなどアイディアがあふれ、濃淡で使い分けた緑が夏らしさを
表現しています。細かい部分まで色を重ねており、1年生でこ
こまで描けるのは素晴らしいです。

千葉県教育長賞

２学年　芝田　琴音
◇友だちがたくさんいて楽しそうに遊んでいる様子に元気をも
らえます。木の描き方はパワーがありダイナミック。葉の緑
も、同色を使いながら細かく色を混ぜ合わせて表現していると
ころに工夫が見られます。笑い声が聞こえてきそうで、楽しい
世界が生き生きと描かれています。

千葉日報社賞

３学年　加藤　湊
◇人物の目や口などが細かく丁寧に描かれていて、がんばりが
見てとれます。大きなヒマワリや周りの動物、人間たちの様子
から、明るい世界になってほしいという願いが込められている
ようです。緑もたくさんあり、自然を大事に思う気持ちが表れ
ています。

委員会理事長賞

１学年　辻本　詩華
◇いろいろな模様を細部にわたって描いている、にぎやかで印
象的な作品です。詩華さんの夢の中の木、魔法がかかった木
を表しているのかな。幹の太さや、上にどんどん伸びていく様
子に勢いがあり、どっしりと根を張っているところにも力強さを
感じます。

小学校 低学年の部
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ようです。緑もたくさんあり、自然を大事に思う気持ちが表れ
ています。

委員会理事長賞

１学年　辻本　詩華
◇いろいろな模様を細部にわたって描いている、にぎやかで印
象的な作品です。詩華さんの夢の中の木、魔法がかかった木
を表しているのかな。幹の太さや、上にどんどん伸びていく様
子に勢いがあり、どっしりと根を張っているところにも力強さを
感じます。

小学校 低学年の部

1



特  

別  

賞

特  

別  

賞

千葉県知事賞

３学年　山口　心花
◇人物が水面に反射して写る逆転構成が、大変興味を引きま
す。空や木々の緑、おもちゃなど、隅々まで気を抜かず、濁ら
ず鮮やかな色彩で表現された、描写力の高い作品です。女の
子が遊んでいる一風景を切り取り描くことで、自然に親しむ生
活の大切さがうかがえます。

千葉県教育長賞

２学年　伊藤　理桜
◇大切に育てられてきた大木の、ゴツゴツ、ザラザラした質感
が特徴的で、その存在感が素晴らしいです。色の変化の緻密
さにも時間をかけて仕上げたと想像できます。濃く描かれてい
る枝とは対照的に、光が透けて明るい葉との対比、強弱に技
術の高さを感じます。

千葉日報社賞

３学年　菅谷　ゆうり
◇静かで堂 と々した大木と、子どもの服のシワや衣擦れが聞こ
えてきそうな動きの対比に目を奪われます。光の差し方に変化
をつけるために、濃淡を使った緑を使い分けるなど、彩色の方
法を工夫して木漏れ日を表現。明るい未来（光）へ進んでいく
姿に想像力をかき立てられます。

委員会理事長賞

２学年　馬場　弥月
◇木を擬人化したファンタジーな世界にストーリー性を感じま
す。子どもたちが木の世話をして、木も笑顔なことから、お互
いが幸せに過ごしている情景を描いたアイディアあふれる内容
です。森と人の共存というテーマを1枚の絵の中でまとめてい
る画力のある作品です。

千葉県知事賞

６学年　須山　柚葵
◇額縁の中の絵を打ち破ると奥に明るい自然が現れるという、
目の錯覚を呼び起こすトリック的な構図で大変工夫されていま
す。明暗を考えながら丁寧に彩色された素晴らしい作品。壁
や木の枠、紙などの質感の違いもよく描かれていて、自然豊か
な世界への憧憬が伝わってきます。

千葉県教育長賞

５学年　朝倉　謙信
◇大好きな生き物たちと楽しく過ごしている様子が、登場人物
の表情によく表れています。色鮮やかに咲く花や木、草などの
色の対比がはっきりしており、遠くから見ても目を引きます。
人肌の色の塗り方は難しいのですが、筋肉のふくらみを考え、
立体感が表現された力作です。

千葉日報社賞

５学年　戸村　侍道
◇画面斜め中央に太い枝が描かれたインパクトのある構図で
す。複数の手が登場しているので、友だちと虫取りをしている
のでしょうか。生き物と戯れながら、自然に親しんでいる時間
が表現され、大変まとまった作品です。森に大切な命がある
ことに喜びを感じ、生命力があふれています。

委員会理事長賞

６学年　飯箸　鷹之介
◇枝や葉をよく観察し、筆を細かく動かして塗り分けている繊
細で丁寧な作品です。少年が小さい苗を大切にしている様子
から、自分たちが緑を守り育てていきたいという気持ちが表現
されています。虫や動物も集まる豊かな森の情景が描かれて
いて描写力が大変優れています。

中学校の部小学校 高学年の部

32



特  

別  

賞

特  

別  

賞

千葉県知事賞

３学年　山口　心花
◇人物が水面に反射して写る逆転構成が、大変興味を引きま
す。空や木々の緑、おもちゃなど、隅々まで気を抜かず、濁ら
ず鮮やかな色彩で表現された、描写力の高い作品です。女の
子が遊んでいる一風景を切り取り描くことで、自然に親しむ生
活の大切さがうかがえます。

千葉県教育長賞

２学年　伊藤　理桜
◇大切に育てられてきた大木の、ゴツゴツ、ザラザラした質感
が特徴的で、その存在感が素晴らしいです。色の変化の緻密
さにも時間をかけて仕上げたと想像できます。濃く描かれてい
る枝とは対照的に、光が透けて明るい葉との対比、強弱に技
術の高さを感じます。

千葉日報社賞

３学年　菅谷　ゆうり
◇静かで堂 と々した大木と、子どもの服のシワや衣擦れが聞こ
えてきそうな動きの対比に目を奪われます。光の差し方に変化
をつけるために、濃淡を使った緑を使い分けるなど、彩色の方
法を工夫して木漏れ日を表現。明るい未来（光）へ進んでいく
姿に想像力をかき立てられます。

委員会理事長賞

２学年　馬場　弥月
◇木を擬人化したファンタジーな世界にストーリー性を感じま
す。子どもたちが木の世話をして、木も笑顔なことから、お互
いが幸せに過ごしている情景を描いたアイディアあふれる内容
です。森と人の共存というテーマを1枚の絵の中でまとめてい
る画力のある作品です。

千葉県知事賞

６学年　須山　柚葵
◇額縁の中の絵を打ち破ると奥に明るい自然が現れるという、
目の錯覚を呼び起こすトリック的な構図で大変工夫されていま
す。明暗を考えながら丁寧に彩色された素晴らしい作品。壁
や木の枠、紙などの質感の違いもよく描かれていて、自然豊か
な世界への憧憬が伝わってきます。

千葉県教育長賞

５学年　朝倉　謙信
◇大好きな生き物たちと楽しく過ごしている様子が、登場人物
の表情によく表れています。色鮮やかに咲く花や木、草などの
色の対比がはっきりしており、遠くから見ても目を引きます。
人肌の色の塗り方は難しいのですが、筋肉のふくらみを考え、
立体感が表現された力作です。

千葉日報社賞

５学年　戸村　侍道
◇画面斜め中央に太い枝が描かれたインパクトのある構図で
す。複数の手が登場しているので、友だちと虫取りをしている
のでしょうか。生き物と戯れながら、自然に親しんでいる時間
が表現され、大変まとまった作品です。森に大切な命がある
ことに喜びを感じ、生命力があふれています。

委員会理事長賞

６学年　飯箸　鷹之介
◇枝や葉をよく観察し、筆を細かく動かして塗り分けている繊
細で丁寧な作品です。少年が小さい苗を大切にしている様子
から、自分たちが緑を守り育てていきたいという気持ちが表現
されています。虫や動物も集まる豊かな森の情景が描かれて
いて描写力が大変優れています。

中学校の部小学校 高学年の部

32



１学年　岩瀬　心郁 １学年　田邉　奏斗 ２学年　古瀬　武蔵

２学年　小美濃　新汰 ２学年　佐藤　にこ ３学年　齋木　このみ

３学年　穴山　泰誠 ３学年　平野　すみれ

４学年　松村　有紗 ４学年　出川　未華 ４学年　菅野　真子

４学年　佐藤　ひいろ ５学年　橋本　楓花 ５学年　平野　慈人

６学年　永井　秀弥 ６学年　モハマド ガニ ファティマ アイナ

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部

54

特  
  

選

特  
  

選



１学年　岩瀬　心郁 １学年　田邉　奏斗 ２学年　古瀬　武蔵

２学年　小美濃　新汰 ２学年　佐藤　にこ ３学年　齋木　このみ

３学年　穴山　泰誠 ３学年　平野　すみれ

４学年　松村　有紗 ４学年　出川　未華 ４学年　菅野　真子

４学年　佐藤　ひいろ ５学年　橋本　楓花 ５学年　平野　慈人

６学年　永井　秀弥 ６学年　モハマド ガニ ファティマ アイナ

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部

54

特  
  

選

特  
  

選



１学年　外山　木乃 １学年　立𦚰　樹 １学年　小西　愛華

１学年　嶋田　輝星 ２学年　竹内　ひまり ２学年　水野　福乃

３学年　石井　愛華 ３学年　鹿嶋　怜那

１学年　伊藤　颯花 １学年　飯箸　遼之介 １学年　橋本　澪

１学年　髙塚　沙優 ２学年　安藤　夏蓮 ２学年　松井　和花

２学年　日高　花 ２学年　久保木　千晶 ３学年　岡﨑　健人

小学校 低学年の部中学校の部

76

特  
  

選

入  
  

選



１学年　外山　木乃 １学年　立𦚰　樹 １学年　小西　愛華

１学年　嶋田　輝星 ２学年　竹内　ひまり ２学年　水野　福乃

３学年　石井　愛華 ３学年　鹿嶋　怜那

１学年　伊藤　颯花 １学年　飯箸　遼之介 １学年　橋本　澪

１学年　髙塚　沙優 ２学年　安藤　夏蓮 ２学年　松井　和花

２学年　日高　花 ２学年　久保木　千晶 ３学年　岡﨑　健人

小学校 低学年の部中学校の部

76

特  
  

選

入  
  

選



５学年　戸田　笙一朗 ５学年　戸田　悠一朗 ６学年　松田　真由香

６学年　小林　真奈 ６学年　田中　里奈 ６学年　坂本　鼓伯

１学年　佐藤　朱音 １学年　小泉　結花 １学年　松田　茉優

３学年　岡田　恵奈 ３学年　吉田　新 ３学年　樋口　実里

４学年　髙橋　陽向 ５学年　川越　ゆきの ５学年　板倉　太郎

４学年　松野　文香 ４学年　福原　結杏 ４学年　菊地　弥音

小学校 高学年の部

中学校の部

98

入  
  

選

入  
  

選



５学年　戸田　笙一朗 ５学年　戸田　悠一朗 ６学年　松田　真由香

６学年　小林　真奈 ６学年　田中　里奈 ６学年　坂本　鼓伯

１学年　佐藤　朱音 １学年　小泉　結花 １学年　松田　茉優

３学年　岡田　恵奈 ３学年　吉田　新 ３学年　樋口　実里

４学年　髙橋　陽向 ５学年　川越　ゆきの ５学年　板倉　太郎

４学年　松野　文香 ４学年　福原　結杏 ４学年　菊地　弥音

小学校 高学年の部

中学校の部

98

入  
  

選

入  
  

選



３学年　吉村　千尋 ３学年　寺内　真緒 ３学年　吉沼　美陽

２学年　鵜澤　里彩 ２学年　西野　凛 ３学年　佐藤　美都

１学年　松尾　春奈 ２学年　岩月　莉奈 ２学年　若林　蓮香

千葉信用金庫協賛賞

小学校 低学年の部

中学校の部

小学校 高学年の部

２学年　古田　桃彩

１学年　松村　紅里

４学年　福島　奏菜

1110

協  

賛  

賞

入  
  

選



３学年　吉村　千尋 ３学年　寺内　真緒 ３学年　吉沼　美陽

２学年　鵜澤　里彩 ２学年　西野　凛 ３学年　佐藤　美都

１学年　松尾　春奈 ２学年　岩月　莉奈 ２学年　若林　蓮香

千葉信用金庫協賛賞

小学校 低学年の部

中学校の部

小学校 高学年の部

２学年　古田　桃彩

１学年　松村　紅里

４学年　福島　奏菜

1110

協  

賛  

賞

入  
  

選



令和6年度 国土緑化運動ポスター原画コンクール・入賞者

委員会理事長賞

特別賞
小学校 低学年の部 小学校 高学年の部

千葉県知事賞

中学校の部

1年

2年

3年

1年

土橋　未來

芝田　琴音

加藤　　湊

辻本　詩華

6年

5年

5年

6年

須山　柚葵

朝倉　謙信

戸村　侍道

飯箸鷹之介

3年

2年

3年

2年

山口　心花

伊藤　理桜

菅谷ゆうり

馬場　弥月

千葉信用金庫協賛賞
小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部

2年 古田　桃彩 4年 福島　奏菜 1年 松村　紅里

千葉県教育長賞

千葉日報社賞

特 選

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

岩瀬　心郁

田邉　奏斗

古瀬　武蔵

小美濃新汰

佐藤　にこ

齋木このみ

穴山　泰誠

平野すみれ

4年

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

松村　有紗

出川　未華

菅野　真子

佐藤ひいろ

橋本　楓花

平野　慈人

永井　秀弥

1年

1年

1年

1年

2年

2年

3年

3年

外山　木乃

立𦚰　　樹

小西　愛華

嶋田　輝星

竹内ひまり

水野　福乃

石井　愛華

鹿嶋　怜那

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部

1年
1年
1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
3年

伊藤　颯花
飯箸遼之介
橋本　　澪
髙塚　沙優
安藤　夏蓮
松井　和花
日高　　花
久保木千晶
岡﨑　健人
岡田　恵奈
吉田　　新
樋口　実里

4年
4年
4年
4年
5年
5年
5年
5年
6年
6年
6年
6年

松野　文香
福原　結杏
菊地　弥音
髙橋　陽向
川越ゆきの
板倉　太郎
戸田笙一朗
戸田悠一朗
松田真由香
小林　真奈
田中　里奈
坂本　鼓伯

1年
1年
1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
3年

佐藤　朱音
小泉　結花
松田　茉優
松尾　春奈
岩月　莉奈
若林　蓮香
鵜澤　里彩
西野　　凛
佐藤　美都
吉村　千尋
寺内　真緒
吉沼　美陽

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部
入 選

佳 作

4 学 年

1 学 年

1 学 年

校
学
小

校
学
中

松原　良空
上野　葵咲
小菅　美花
荻野　史織
大和田奈那
岡本　和弥
久保　　湊
篠田帆乃栞

ブラカヴァル百合愛
平岡みな実
髙山　由彩
簗　　小春
木元　優汰
中田新一郎
森内愛加里
伊藤　綾花
木原　朱理
堀江　優羽

天野　心葉
菊池　芽生
松澤　望愛
久保木美冬
木内　寿音
椎名　真心
鈴木　咲翔
袖山　桃衣
菅野　紗世
久我　　優

清水　智暁
小髙　澄空
半沢　公治
中野　桃子
小野　初夏
白石　莉子
渡邉　心結

2 学 年
田口　景冨
松澤　光希
八木　絢夏
山﨑　　悠
山野井　慈
大野　佳乃
佐々木彩乃
木口　未菜

古賀　　栞
玉木　大智
小川　　菫
𠮷田　悠人
近田　梨緒
横内　友香
平出　杏璃
三輪　真翠
神谷　　圭
浅海　花帆

眞嶋　奏多
黒﨑　音花
林　　桜和
髙岡　　弥
木村　安志
豊島　大翔
南川　透真
桝　加衣里
三輪　大真
佐藤　颯真

岡田　基弘
小幡　晃聖
鈴木　昇麻
鶴岡　　慧
石井　椛心
崔　　珮琳
田村　優愛
中根　愛理

3 学 年
内　　優菜
齊藤　百音
神谷　莉乃
荻野　稜真
白井　杏璃
若林　彩世
伊藤　翠音
和田　芳奈

久保　　楓
植田　唯月
時田　千紘
𠮷田　凜紗
関　　優晴
三井　　紬
江藤　健人
須田麻友香
佐々木晴崇
前川　藍作

小倉あめる
牧口　啓輝
富　　咲磨
松澤　結愛
菅谷　優菜
芝田羽奈乃
石井ひまり
木村　蒼雅
神崎　　格
中村　喜乃

御園　夏愛
渡辺龍太朗
長澤　　昇
鈴木　心寧
瀬戸　梨乃
清水　智陽
野表　葵月
根本　隼勢
髙石　京花

大友　桃花
稲富　菜月
宮原田　陸
金塚　明澄
朝倉　羽菜
那須　凱成
金子　　湊
丸山　千嘉

川口　瑛介
越智　海翔
中村　翔太
清水　歩結
妙中　千紗
江村　　紡
木村　結香
木村　杏綺
市川　彩葉
矢吹　優喜

新井田麗羽
古口明日菜
髙野　　彩
山内　美璃
鈴木　唯夏
モハマドガニモハマドハナン
鈴木駿之介
山﨑　真斗
菅谷結希奈
齋藤ゆりな

菅澤　皓俊
中川　小夏
落合ひなた
甲斐𠩤悠人
光野　　凌
大西陽奈子
山本　季音
川辺　美佳

鈴木　優彩
田邉　蒼依
堀江　千世
小平　一花
村上　琴音
渡部　　蘭
中根　誠山

宋　　恩熙
徐　　一菲
森　菜々美
上月　柚奈
東山　愛花
藤田　莉乃
三木　杏凪
松本　直大
宮﨑ひまり
佐藤　　有

渡部　　結
中島煌士郎
ハトウルシンハ ウィンディウ
石井　杏佳
久保木璃桜
高柳　凛子
行木　詩織
深山　莉那
山﨑明花里
納谷和香菜

5 学 年 穴山由里菜
武石　莉桜
鈴木　理彩
齋藤　優衣
杉本　　優
渡邉　壮吾
加藤　　柊
渡部　清子
渡邉　妃奏

6 学 年
大城　瑠奈
横田　尚祐
徳住　櫛名
隈田　理保
比嘉あかり
太田　蓮翔
松﨑　風香
緑川　和愛

勝田　結子
小嶋　優那
葛　天留美
赤嶺　花怜
竹中　晴崇
松本　美月
鈴木　豊陸
古田　紗菜
星　さくら
宮田柚子香

狩野　怜和
志村　琴音
藤牧　怜那
各和　実柚
石橋　　馨
大竹　淳菜
金谷　咲来
川島　有紗
佐藤　心望
伊藤　玲空

醍醐　　葵
鈴木　春妃
糸井　綾海
江澤　舞桜
髙浦　卯菜
犬山　輝莉
宇野　　伶
三木　心媛

清水　緋映
齋藤　由奈
王　　一薫
窪田　采晟
下村　優羽
竹内希乃花
勝又　朱椛

冨永梨々花
福西　杏美
安木　瑛奏
平野　蓮奈
髙橋　すず
三宅　奈緒
古里　怜慈
奥野　夏穂
春口　結衣

鳴島　瑛大
長谷川　夕
田中千咲音
井上　桧李
森重　李紗
石毛　結奈
諏訪　　葵
塚原　椰葵
平野　太陽

斉藤　心菜
宮﨑　緒羽
岩﨑　琉杏
小原　愛菜
草刈　昊大
不破　碧音

3 学 年
石井　寧音
小柏　華穏

小野塚愛美
木口　心愛
重田陽奈美
武田　里桜

宮里　明美
田上　　愛
森田すみれ
小倉　幸子

中西　　湊
林 　 黎

2 学 年
古川　莉奈
沖　　香凜
那須　葉月
河野恵美利
笹子　美音
瀧山　桃葉
仲澤　明咲

鳴田　結心
藤﨑　結衣
杉本　奈々
町田　咲希
湯地　瑞希
山内　優里
石坂　美穂
竹ノ内　愛
吉田　優香

大澤　　泉
相川　陽菜
浦　　菜月
増田　実音
大和田晄生
堀川　千鶴
清水　柚那
深山陽万里
佐藤　夢香

石山　佳憐
菅澤　芽依
渡邉　桃香
劔持　夢生
平野　丈翔
一條　常楽
遠藤　花音

モハマド ガニ
ファティマ アイナ
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令和6年度 国土緑化運動ポスター原画コンクール・入賞者

委員会理事長賞

特別賞
小学校 低学年の部 小学校 高学年の部

千葉県知事賞

中学校の部

1年

2年

3年

1年

土橋　未來

芝田　琴音

加藤　　湊

辻本　詩華

6年

5年

5年

6年

須山　柚葵

朝倉　謙信

戸村　侍道

飯箸鷹之介

3年

2年

3年

2年

山口　心花

伊藤　理桜

菅谷ゆうり

馬場　弥月

千葉信用金庫協賛賞
小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部

2年 古田　桃彩 4年 福島　奏菜 1年 松村　紅里

千葉県教育長賞

千葉日報社賞

特 選

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

岩瀬　心郁

田邉　奏斗

古瀬　武蔵

小美濃新汰

佐藤　にこ

齋木このみ

穴山　泰誠

平野すみれ

4年

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

松村　有紗

出川　未華

菅野　真子

佐藤ひいろ

橋本　楓花

平野　慈人

永井　秀弥

1年

1年

1年

1年

2年

2年

3年

3年

外山　木乃

立𦚰　　樹

小西　愛華

嶋田　輝星

竹内ひまり

水野　福乃

石井　愛華

鹿嶋　怜那

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部

1年
1年
1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
3年

伊藤　颯花
飯箸遼之介
橋本　　澪
髙塚　沙優
安藤　夏蓮
松井　和花
日高　　花
久保木千晶
岡﨑　健人
岡田　恵奈
吉田　　新
樋口　実里

4年
4年
4年
4年
5年
5年
5年
5年
6年
6年
6年
6年

松野　文香
福原　結杏
菊地　弥音
髙橋　陽向
川越ゆきの
板倉　太郎
戸田笙一朗
戸田悠一朗
松田真由香
小林　真奈
田中　里奈
坂本　鼓伯

1年
1年
1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
3年

佐藤　朱音
小泉　結花
松田　茉優
松尾　春奈
岩月　莉奈
若林　蓮香
鵜澤　里彩
西野　　凛
佐藤　美都
吉村　千尋
寺内　真緒
吉沼　美陽

小学校 低学年の部 小学校 高学年の部 中学校の部
入 選

佳 作

4 学 年

1 学 年

1 学 年

校
学
小

校
学
中

松原　良空
上野　葵咲
小菅　美花
荻野　史織
大和田奈那
岡本　和弥
久保　　湊
篠田帆乃栞

ブラカヴァル百合愛
平岡みな実
髙山　由彩
簗　　小春
木元　優汰
中田新一郎
森内愛加里
伊藤　綾花
木原　朱理
堀江　優羽

天野　心葉
菊池　芽生
松澤　望愛
久保木美冬
木内　寿音
椎名　真心
鈴木　咲翔
袖山　桃衣
菅野　紗世
久我　　優

清水　智暁
小髙　澄空
半沢　公治
中野　桃子
小野　初夏
白石　莉子
渡邉　心結

2 学 年
田口　景冨
松澤　光希
八木　絢夏
山﨑　　悠
山野井　慈
大野　佳乃
佐々木彩乃
木口　未菜

古賀　　栞
玉木　大智
小川　　菫
𠮷田　悠人
近田　梨緒
横内　友香
平出　杏璃
三輪　真翠
神谷　　圭
浅海　花帆

眞嶋　奏多
黒﨑　音花
林　　桜和
髙岡　　弥
木村　安志
豊島　大翔
南川　透真
桝　加衣里
三輪　大真
佐藤　颯真

岡田　基弘
小幡　晃聖
鈴木　昇麻
鶴岡　　慧
石井　椛心
崔　　珮琳
田村　優愛
中根　愛理

3 学 年
内　　優菜
齊藤　百音
神谷　莉乃
荻野　稜真
白井　杏璃
若林　彩世
伊藤　翠音
和田　芳奈

久保　　楓
植田　唯月
時田　千紘
𠮷田　凜紗
関　　優晴
三井　　紬
江藤　健人
須田麻友香
佐々木晴崇
前川　藍作

小倉あめる
牧口　啓輝
富　　咲磨
松澤　結愛
菅谷　優菜
芝田羽奈乃
石井ひまり
木村　蒼雅
神崎　　格
中村　喜乃

御園　夏愛
渡辺龍太朗
長澤　　昇
鈴木　心寧
瀬戸　梨乃
清水　智陽
野表　葵月
根本　隼勢
髙石　京花

大友　桃花
稲富　菜月
宮原田　陸
金塚　明澄
朝倉　羽菜
那須　凱成
金子　　湊
丸山　千嘉

川口　瑛介
越智　海翔
中村　翔太
清水　歩結
妙中　千紗
江村　　紡
木村　結香
木村　杏綺
市川　彩葉
矢吹　優喜

新井田麗羽
古口明日菜
髙野　　彩
山内　美璃
鈴木　唯夏
モハマドガニモハマドハナン
鈴木駿之介
山﨑　真斗
菅谷結希奈
齋藤ゆりな

菅澤　皓俊
中川　小夏
落合ひなた
甲斐𠩤悠人
光野　　凌
大西陽奈子
山本　季音
川辺　美佳

鈴木　優彩
田邉　蒼依
堀江　千世
小平　一花
村上　琴音
渡部　　蘭
中根　誠山

宋　　恩熙
徐　　一菲
森　菜々美
上月　柚奈
東山　愛花
藤田　莉乃
三木　杏凪
松本　直大
宮﨑ひまり
佐藤　　有

渡部　　結
中島煌士郎
ハトウルシンハ ウィンディウ
石井　杏佳
久保木璃桜
高柳　凛子
行木　詩織
深山　莉那
山﨑明花里
納谷和香菜

5 学 年 穴山由里菜
武石　莉桜
鈴木　理彩
齋藤　優衣
杉本　　優
渡邉　壮吾
加藤　　柊
渡部　清子
渡邉　妃奏

6 学 年
大城　瑠奈
横田　尚祐
徳住　櫛名
隈田　理保
比嘉あかり
太田　蓮翔
松﨑　風香
緑川　和愛

勝田　結子
小嶋　優那
葛　天留美
赤嶺　花怜
竹中　晴崇
松本　美月
鈴木　豊陸
古田　紗菜
星　さくら
宮田柚子香

狩野　怜和
志村　琴音
藤牧　怜那
各和　実柚
石橋　　馨
大竹　淳菜
金谷　咲来
川島　有紗
佐藤　心望
伊藤　玲空

醍醐　　葵
鈴木　春妃
糸井　綾海
江澤　舞桜
髙浦　卯菜
犬山　輝莉
宇野　　伶
三木　心媛

清水　緋映
齋藤　由奈
王　　一薫
窪田　采晟
下村　優羽
竹内希乃花
勝又　朱椛

冨永梨々花
福西　杏美
安木　瑛奏
平野　蓮奈
髙橋　すず
三宅　奈緒
古里　怜慈
奥野　夏穂
春口　結衣

鳴島　瑛大
長谷川　夕
田中千咲音
井上　桧李
森重　李紗
石毛　結奈
諏訪　　葵
塚原　椰葵
平野　太陽

斉藤　心菜
宮﨑　緒羽
岩﨑　琉杏
小原　愛菜
草刈　昊大
不破　碧音

3 学 年
石井　寧音
小柏　華穏

小野塚愛美
木口　心愛
重田陽奈美
武田　里桜

宮里　明美
田上　　愛
森田すみれ
小倉　幸子

中西　　湊
林 　 黎

2 学 年
古川　莉奈
沖　　香凜
那須　葉月
河野恵美利
笹子　美音
瀧山　桃葉
仲澤　明咲

鳴田　結心
藤﨑　結衣
杉本　奈々
町田　咲希
湯地　瑞希
山内　優里
石坂　美穂
竹ノ内　愛
吉田　優香

大澤　　泉
相川　陽菜
浦　　菜月
増田　実音
大和田晄生
堀川　千鶴
清水　柚那
深山陽万里
佐藤　夢香

石山　佳憐
菅澤　芽依
渡邉　桃香
劔持　夢生
平野　丈翔
一條　常楽
遠藤　花音

モハマド ガニ
ファティマ アイナ
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主催 ： （公社）千葉県緑化推進委員会
後援 ： 千葉県　千葉県教育委員会　（株）千葉日報社
協賛 ： 千葉信用金庫

入
賞
作
品
集

国
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緑
化
運
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ポ
ス
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原
画
コ
ン
ク
ー
ル

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会
https://www.c-green.or.jp

• 緑の募金運動
• 緑の教室、森とみどりに親しむ活動の開催
• 緑化運動ポスター原画コンクール
• 森林環境教育の推進　など

• みどりの少年団の育成
• みどりのサポーターの育成
• 森林整備ボランティア活動等の支援
• 林業労働力確保支援センターの業務　など

〒299-0265　袖ケ浦市長浦拓2号580-148
Tel 0438-60-1521 Fax 0438-60-1522

千葉県緑化推進委員会では
主に次の事業を行っています

国土緑化運動ポスター原画コンクールは
緑の募金を活用して実施しました。

この入賞作品集は千葉信用金庫の協賛に
より作成しました。

令和7年度中に入賞作品展示会を行う予定です。
詳細は千葉県緑化推進委員会ホームページにてご案内します。
（令和7年3月頃に掲載予定）

• 緑の募金市町村交付事業
• 緑の募金の森の造成（海岸林の再生）
• 公共施設等の環境緑化事業
• 市民苗木配布会の開催
• 千葉県さくらの会の業務　など

発 行

あなたも
「緑の地球」を
支える一人です

緑を広める 緑の担い手育成

緑をふやす
• 治山・林道など公共事業の要望活動
• 森林・林業技術講習会の開催
• 治山・林道工事コンクールの実施
• 案内板等設置や参考図書等の配布による
普及啓発　など

緑の基盤整備

令和6年度国土緑化運動ポスター原画コンクール、中学校の部において、 委員会
理事長賞を受賞した、　　　　　　　　　　　2学年馬場弥月さんの作品です。 

表紙の
作品

ちばSDGsパートナー715号

チーバくん

令和6年度




